
令和７年（2025年）

松阪市制20周年記念事業
実施報告書

表紙の画像は「松阪市行政チャンネル」より抜粋





松阪市制20周年記念事業実施報告書

もくじ

P 2 市制20周年記念事業選考委員会

P 3 市制20周年記念事業の公募

P 6 市制20周年記念事業イベントカレンダー

P 8 事業一覧（公募事業/自主事業）

P10 広報周知について

P12  市制20周年記念DAYについて

P15 公募事業報告

P59 自主事業報告

P73 市制20周年記念事業スペシャル動画



松阪市制20周年記念事業
選考委員会

シビックプライド及び一体感の醸成等を目的として
行う市制20周年記念事業のうち、市民公募の事業の選
考等を行うための委員会を設置しました。

松阪市制20周年記念事業選考委員会

備考所属等委員氏名

会長三重中京大学 名誉教授村林 守

副会長蒲生氏郷公顕彰会 会長髙島 信彦

R6.5.15-R7.3.31松阪青年会議所理事長後藤 禮雄

R7.4. 1-R8.3.31松阪青年会議所専務理事中川 奈美

R6.5.15-R7.3.31小中学校校長会 副会長原田 青子

R7.4. 1-R8.3.31小中学校長会本多 克幸

インノースデザインオフィス中北 直子

公募委員木本 英伸

公募委員青木 謙

公募委員萩原 則子

R6.5.15-R7.3.31松阪市 産業文化部長川村 浩稔

R7.4. 1-R8.3.31松阪市 産業文化部長岡田 久

松阪市 企画振興部長藤木 洋司

（敬称略）設置期間：令和６年５月１５日～令和８年３月３１日



松阪市制20周年記念事業
ロゴマーク公募・採択

市制20周年記念事業のロゴマークを公募により募集
し、市制20周年記念事業選考委員会にて審査・選考
しました。

公募期間：令和７年５月３１日～令和６年７月３１日
公募総数：６９作品

「豪商のまちまつさか」をイメージして豪商の館の屋根をあしらい、
鬼瓦は松阪市の木「松」、「０」には松阪牛と松阪市の地形図を添
えて、配色は松阪もめん「松坂嶋」風にしています。



松阪市制20周年記念事業
の公募・採択

市制20周年記念の公募事業を募集し、市制20周年記
念事業選考委員会によって23事業が選考・採択されま
した。（2事業は採択後に辞退）

公募期間：令和６年５月１６日～令和６年７月３１日
応募件数：３５事業



松阪市制20周年記念事業
アイデア募集

市制20周年記念事業のアイデア募集し、一般・児童
生徒からアイデアが集まりました。
アイデアをもとにした6つの事業が市の自主事業と

して実施されました。

公募期間：令和６年５月１６日～令和６年７月３１日
応募件数：３８件

一般からはWebフォームで、児童生徒からは学校で利用し

ている一人１台タブレットに特製アイコン配信して募集し
ました。



6月5月4月3月2月1月

公
募
事
業

自
主
事
業

本居宣長記念館特別展示(1月～12月)

松阪映画祭(3/9)

アニマルフェスタ（3/15,16）

松浦武四郎記念館特別展（1/24-3/23)

みんなで歌おう松阪市民歌（2/9)

まつさかさんまつざかさん大集合（3/2-12/31)
特別企画 松坂大輔さんトークショー(3/2)

記念植樹(3/18)

親子でアートを楽しむ！ 世界に1
つだけのフラッグうちわ作り＆フォト
コンテスト(4/5-5/25)

「第31回少年少女野
球教室」(5/4)

川柳
コンテスト
(6/19-10月）

★20周年記念DAY
（5/25）

★20周年記念DAY（５/25）
まつさかまっさかりホクホクホコ天
あきんどキッズ２０２５
松阪撫子どんな花？祭り
まっつぁかパパママ発表会
松阪市の歴史を歩いて感じる！デジタルスタンプラリー
みえ松阪マラソン公式イメージソングin丸園音楽堂公開録音
みえ松阪マラソン スペシャルサンクスパレード

市制20周年記念マンホール
デザイン制作(3/18-10月)

松阪市制20周年記念事業

肉旅キャンペーン（第一弾）
（5/25-7/18）



12月11月10月9月8月7月

記念木製パズル作製(7/4)

スポーツのチカラ
ダンスドリームプロジェクト(7/2-12/31)

松阪市営バス
フリーライドキャンペーン
(7/21-8/31)

松阪市図書館ワークショップ
(7/20-8/27)

七夕まつり・鈴の音市(8/2)

これぞ松阪！まっつぁか弁！
(6/30-9/30)

ギターの町松阪創造事業
松阪ギター音楽祭(8/30,31)

日本スケートボード協会
プロ大会(9/14)

出張!なんでも鑑定団
in松阪(9/28)

おやじバンド合戦
松阪の陣（8/10-10/12)

市美術展覧会 記念賞(10/5-11/2)

新・BS日本のうた（10/16)

はにわ館特別展（10/25-12/14)

市民総踊り第９回しょんがいまつり
(10/18)

まつさかシビック映像祭
(10/19)

わがまちカード体験会
ファシリテーター養成講座
（10/31-11/23)

肉旅キャンペーン（第二弾）
(10/1-11/24)

みんなで松阪鈴おどり！！
（11/9)

松阪もめん物語2025
（11/9)

本居宣長顕彰短歌大会
（11/1)

マンホールデザイン展示会
(11/15,16)

ふるさと納税大感謝祭(11/15)

みえ松阪マラソン
応援「鈴の森クリス
マスイルミネーショ
ン」 (12/6-25)

未来へ届け！
まつさかコンサート♩
(12/7）

みえ松阪マラソン
2025(12/21)

松阪市図書館 村上しいこさん
講演会(11/22)

イベントカレンダー

読み本「松阪学の
すすめ」刊行(9月～)



公募事業一覧

主催（団体等）事業名

公益財団法人鈴屋遺蹟保存会
本居宣長記念館

本居宣長記念館1階特別展示1

松阪映画祭実行委員会
（松阪をお手伝いし隊）

松阪映画祭2

一般社団法人
タケガワふれあい動物園

Dog＆Cat アニマルフェスタ 人と動物の共生
～動物たちの幸せを守るために～

3

smil.ibu
親子でアートを楽しむ！世界に1つだけの
フラッグうちわ作り＆フォトコンテスト

4

松阪商店街連合会まつさかまっさかりホクホクホコ天5

松阪商工会議所青年部あきんどキッズ20256

ミズ・ネットワーク松阪松阪撫子どんな花？祭り7

子育て応援プロジェクト☆パインまっつぁかパパママ発表会8

株式会社サイネックス松阪市の歴史を振り返るデジタルスタンプラリー9

一般社団法人 松阪市観光協会肉旅キャンペーン10

まっつぁか弁保存会これぞ松阪！まっつぁか弁！11

松阪商工会議所七夕まつり・鈴の音市12

松阪ギター音楽協会
ギターの町創造事業
第15回松阪ギター音楽祭

13

特定非営利活動法人
松阪歴史文化舎

読み本『松阪学のすすめ』刊行事業14

松阪しょんがい音頭と踊り保存会市民総踊り 第9回しょんがいまつり15

映像CUBEまつさかシビック映像祭16

特定非営利活動法人Ｍブリッジ「わがまちカード」制作とファシリテーター養成講座17

公益財団法人鈴屋遺蹟保存会
本居宣長記念館

第70回本居宣長顕彰短歌大会18

松阪もめんフィスティバル
実行委員会

第13回松阪もめん物語202519

松阪鈴おどり・鈴リン会みんなで松阪鈴おどり！！20

おんいく松阪未来に届け！まつさかコンサート♩21



市主催事業一覧

主催（所属）事業名

文化課 松浦武四郎記念館開館30周年・松阪市制20周年 特別展示「武四郎と龍馬」1

広報広聴課市制20周年記念映像制作2

経営企画課松坂大輔さんトークショー×土性沙羅 夢のメダリスト対談3

経営企画課まつさかさん・まつざかさん大集合4

広報広聴課みんなで歌おう松阪市民歌5

土木課市制20周年記念植樹6

上下水道総務課市制20周年記念デザインマンホールの制作7

林業振興課市制20周年記念木製パズル作製8

スポーツ課みえ松阪マラソン 公式イメージソングin 丸園音楽堂公開録音9

スポーツ課みえ松阪マラソン スペシャルサンクスパレード10

学校教育課市制20周年記念事業 第31回少年少女野球教室11

経営企画課市制20周年記念川柳コンテスト12

スポーツ課スポーツのチカラプロジェクト ダンスドリームプロジェクト13

生涯学習課松阪市図書館ワークショップ及び講演会14

商工政策課夏休みフリーライドキャンペーン15

文化課 市民文化会館おやじバンド合戦 松阪の陣16

土木課日本スケートボード協会主催プロ大会17

文化課 市民文化会館出張!なんでも鑑定団in松阪18

文化課市美術展覧会（市制20周年記念賞）19

文化課 市民文化会館新・BS日本のうた20

文化課 文化財センター市制20周年記念はにわ館特別展「西のはにわと東のはにわ」21

地域ブランド課松阪市ふるさと納税大感謝祭22

観光交流課
市制20周年記念みえ松阪マラソン応援
「鈴の森クリスマスイルミネーション」

23

スポーツ課みえ松阪マラソン202524

文化課 市民文化会館第3回松阪ダンスフェスティバル25

文化課「松阪市の指定・登録等文化財案内」の改訂・刊行26



市制20周年記念事業の広報について

１．広報まつさか
毎月トップページの目次の横に、市制20周年記念事業

のイベントカレンダーを掲載しました。原稿期日が間に
合うものは個別の記事を掲載するなど、公募事業も含め
て事業の周知に努めました。

２．ホームページ
「特設サイト」を開設し、各事業の概要や実施結果を掲載
しました。市のトップページの「カルーセル」にバナーを
貼り、迷わずにアクセスできるようにしました。



３．ＳＮＳ
Instaglam,X,Facebookで市制20周年記念用のアカウント

を作成し、各種イベントの周知を行いました。

facebookXInstaglam

松阪 周年matsusaka_20thmatsusaka20thアカウント

・まつさかさん大
集合の呼びかけ
・イベント告知
・他の公式アカウ
ントのフォロー拡
散

・イベント告知
・イベント実況

・イベント告知
・実施報告
・市のアカウント
をフォロー
・公募事業者の投
稿をフォロー
・リール動画

主な利用方法

70件50件77件投稿数
R8年2月時点

56人66人558人フォロワー
R8年2月時点

公式アプリの強みであるプッシュ通知と
ホームページへのリンク機能を活かして、
イベント告知や申し込み募集などの周知
を行いました。

４．松阪市公式アプリ「松阪ナビ」



★市制20周年記念ＤＡＹ【令和７年５月２５日（日）】

スペシャルサンクスパレード・ダッフィーバス・丸園音楽堂

東京ディズニーリゾート🄬から「スペシャルパレード」が参加
https://www.tokyodisneyresort.jp/tdr/news/tour.html

https://www.tokyodisneyresort.jp/tdr/news/tour.html


スペシャルサンクスパレード
国道166号

ダッフィーバス会場
鈴の森公園

丸園音楽堂
クラギ文化ホール

ＪＲ東海さわやかウォーキング
祝 松阪市制施行20周年！松阪撫子満喫ウォーク

２５２５マルシェ
中部台運動公園

松阪駅前通り、松阪駅周辺エリア
まつさかまっさかりホクホクホコ天
あきんどキッズ２０２５
松阪撫子どんな花？祭り
まっつぁかパパママ発表会
松阪市の歴史を振り返るデジタルスタンプ

ラリー

備考延べ参加者数イベント名

【自主事業】国道１６６号６０，０００人みえ松阪マラソンスペシャルサンクスパレード

【自主事業】鈴の森公園１２，０００人ダッフィーバス展示

【自主事業】クラグ文化ホール９００人丸園音楽堂公開録音

【公募事業】松阪駅前通り３０，０００人まつさかまっさかりホクホクホコ天

【公募事業】松阪駅前通り７８１人あきんどキッズ２０２５

【公募事業】松阪駅前通り３４１人松阪撫子どんな花？祭り

【公募事業】松阪駅前通り１００人まっつぁかパパママ発表会

【公募事業】松阪駅周辺５０３人松阪市の歴史を振り返るデジタルスタンプラリー

【民間事業】松阪駅周辺エリア７６５人ＪＲさわやかウォーキング

【民間事業】中部台運動公園１４，０００人2525マルシェ

各イベントの延べ参加者数 119,390人!!
記念事業と民間イベントが同日開催され、街中に人があふれた一日に



公募事業実施報告



市制20周年記念事業
公募事業キックオフイベント

実施日：令和６年１２月１３日(金)
会 場 ：松阪市産業振興センター

主催者：松阪市制20周年記念事業事務局

【イベント内容】
(1) 補助金申請・実績報告の手続き等説明
(2) 市長挨拶
(3) 集合写真撮影
(4) 採択事業者の皆さまから一言

（市制20周年記念への意気込み）



本居宣長記念館
1階特別展示

実施日：令和7年1月～12月

主催者：公益財団法人鈴屋遺蹟保存会 本居宣長記念館



事業概要

主催者より

21,417人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

企画展の２階とは別に、１階の展示ケース内に、隔月単位で旧松阪市、嬉野、三
雲、飯南、飯高、松阪市全体を対象としたミニ展示を1年間通して実施しました。

企画展に訪れたお客様も、1階の展示スペースのお立ち寄りいただくことが多く、
たくさんの人の目に触れることができ、偉人本居宣長と松阪の文化的側面をPRできた
と思います。

・蔦重の企画展を目的に県外から見に来たが、偶然にも企画展以外の市制20周年特集
があって松阪と宣長の深いつながりを感じることができた。（６０歳代）
・宣長は周辺の地域にもつながりがあり、やっぱり松阪の人だったんだなと改めて認
識することができる展示でした。（７０歳代）

6回

展示入替回数

特別展示資料
〈縦ケース〉
「本居宣長懐紙(家の業)」宣長筆/「牛の図」曾我蕭白画/「縣居大人霊位」宣長筆/
「賀茂真淵像」内山真龍画（複製）/宣長像/「伊勢参宮名所図会」版本/「菅笠日
記」本居宣長著(版本)/「伊勢名所参考抄」中里常守著/「倭姫命世紀」本居信郷写/
〈覗きケース〉
「伊勢国図」本居春庭筆/松阪名所鈴/「松坂町絵図」本居春庭写/「松阪の一夜」杉
坂董画/『仮名古事記』真淵著・宣長写/「細見伊勢國絵図」刊本/

15点

展示資料数



松阪映画祭

主催者：松阪映画祭実行委員会(松阪をお手伝いし隊)
実施日：令和7年3月9日（日）
会 場：松阪市産業振興センター



事業概要

主催者より

10作品79人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者 上映作品数

学生作品中心で学生中心で実施する上映会。
県内外から参加してもらって、上映機会を提供することで松阪に訪れてもらい松

阪を知ってもらい、映画を愛する学生同士の交流の機会としたい。

・地元の高校生でも映画作品が作れるなんて思わなかった。（20歳代）
・若い学生のエネルギーを感じられてよかった。作品を作るという経験はかけがえ
のないこと。楽しんで続けてほしい。（60歳代）
・松阪での知ってる景色がたくさん出てきて面白かったです。（10歳代）

昨年のイベントよりもたくさん見に来ていただけてとても嬉しい。
県外に進学した学生達も大学の部やサークルに声かけをし、今年新たに日本大学

からの参加があった。
この活動を継続していくことで、携わった学生たちが松阪に訪れてもらう機会に

したい。松阪出身者は松阪を離れてもこの活動を通し松阪に愛着を持ってほしい。
松阪出身者以外の人達には松阪の映画祭を知ってほしい。いつか多くの人が松阪

の映画祭に足を運んでくれることが目標です。

行政チャンネル動画



Dog＆Cat アニマルフェスタ
人と動物の共生
～動物たちの幸せを守るために～

主催者：一般社団法人タケガワふれあい動物園
実施日：令和7年3月15日（土）、16日（日）
会 場：松阪農業公園ベルファーム



事業概要

主催者より

20店舗8,000人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

松阪市で人と動物が笑顔で暮らせる地域づくりを目指し、動物福祉・適正飼養の
啓発と、尊い命を守るための殺処分ゼロに向けた意識醸成を図るイベントとして実
施。動物とのふれあいを通じて命の温もりを感じてもらうとともに、飼育放棄を生
まないための学びや、災害時に備えたペット防災の知識普及を目的としました。

行政チャンネル動画

市制20周年という節目に、「人と動物の共生」をテーマに、行政や関係機関、保
護団体の皆さまと一緒に啓発の場をつくれたことは大きな意義がありました。ふれ
あい体験では、動物に触れて命の温もりを感じていただき、命の大切さを身近に捉
えるきっかけになったと感じています。

今回の事業が、動物と暮らす責任や備えについて、より多くの方が考える契機と
なり、今後も松阪市全体で“命を守る文化”が育っていくことを願っています。

・子どもが動物に優しく接する姿を見て、命を大切にする学びになっていると感じま
した。こういう機会が松阪にあるのはうれしいです。」（30歳代）
・「殺処分ゼロに向けた取組を初めて詳しく知りました。応援したい気持ちになり、
寄付やボランティアなど自分にできることを考えたいです。」（20歳代）

出店数



親子でアートを楽しむ！
世界に1つだけのフラッグうちわ
作り＆フォトコンテスト

主催者：Smil.ibu
実施日：令和7年４月5日（土）～５月２５日（日）
会 場：松阪市市民活動センター ほか



事業概要

主催者より

18店舗227組

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

親子でアート体験を楽しみながら、持ち歩ける「世界に1つだけのうちわ」を制作する
ワークショップを通して、誰もが気軽にアートに触れられる機会を目的としました。

制作したうちわの写真を展示・投票するフォトコンテストを行い、松阪中心商店街を
巻き込んで子育て世代が商店街に足を運ぶきっかけづくりを目指しました。

本事業を通じて、SNS発信やイベント参加をきっかけに、市制20周年を「知る」だけ
でなく、実際に「参加した」という当事者意識を持っていただけたことが大きな成果で
した。完成したうちわを親族や友人に見せたり共有したりする方も多く、松阪市に興味
を持ってくださる方が増えた手応えがあります。

また、保護者の方からは「子どもらしさが出ていて驚いた」「普段と違う一面が見ら
れた」といった声が多く、子どもたちにとっても、挑戦して形にする経験が成功体験に
つながったと感じています。

・「親子で“正解のない作品づくり”ができて、子どもの発想にびっくりしました。家で
も一緒にものづくりを楽しみたいです。」（30歳代）
・「完成したうちわを持って歩けるのがうれしい。祭りの気分が一気に高まって、松阪の
イベントに参加した実感がありました。」（40歳代）
・「商店街に久しぶりに来ました。お買物券きっかけでお店を知りました。」（40歳代）

協力店舗
行政チャンネル動画



まつさかまっさかり
ホクホクホコ天

主催者：松阪商店街連合会
実施日：令和7年５月２５日（日）
会 場：松阪駅前通り



事業概要

主催者より

28店舗30,000人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者 ブース出店

来街のきっかけをつくり、来場者同士や事業者との交流を促すことで、商店街の
にぎわい創出と売上向上、さらには将来的な空き店舗への出店促進につなげること
を目的に実施した歩行者天国イベントを各団体と連携して駅前エリアを核に同時開
催。20周年記念DAYのメイン会場のひとつとして多くの来場者を受け入れた。

当日は開始直後から非常に多くの方にご来場いただきました。特に松阪駅北口での
パレード終了後は来場が一気に増え、関係者の連携により大きなトラブルなく対応で
きたと受け止めています。

成果として、イベント出展者の多くが終了時刻を待たずにSOLD OUTとなり大盛況で
した。商店街の既存店舗についても飲食店は満員となり、土産需要のある店舗では商
品が品薄になるなど、駅前通り以外で実施されていたレシート抽選会でも景品がなく
なるなど目に見える形で一定以上の経済効果があったと考えています。

・「久しぶりに商店街に来ましたが、歩いて回れるだけで楽しいですね。」（40歳代）
・「パレードのあと一気に人が増えて驚きましたが、スタッフさんの案内があって安心
して楽しめました。」（30歳代）
・「学生さんやボランティアの方が頑張っていて、地域のみんなで作っているイベント
だと感じました。」（60歳代）

行政チャンネル動画



主催者：松阪商工会議所青年部
実施日：令和7年5月25日（日）
会 場：松阪駅前通り

あきんどキッズ2025



事業概要

主催者より

12種類781人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者 体験業種

・「プログラミングや重機操作まで体験できてびっくりしました。将来働くことが
ちょっと楽しみになりました。」（小学6年生）
・「ヘルメットを着けて高所作業や屋根葺きの体験をして、働く人の大変さとカッ
コよさが分かった気がします。」（小学生5年生）
・「子どもが書いた“将来の夢”が記念になりました。親としても、子どもの興味
を知る良い機会でした。」（30代）

地域の未来を担う子どもたちへ「働くことの意義」や「地元産業の魅力」を伝え
る機会をつくれたことは、大変意義深いと感じています。子どもたちが目を輝かせ
ながら挑戦する姿が印象的でした。
また、手形スタンプとともに「将来の夢」を書く参加型コーナーも好評で、体験の
記念だけでなく、子どもたちの自己表現や将来への意識づけにつながったと考えて
います。イベント後には、事業所から「お仕事体験を取り入れたい」との相談も寄
せられ、取組の意義が地域へ広がっていることを実感しています。

地域の子どもたち（主に小学生）を対象に、さまざまな職業を体験できるお仕事
体験イベントとして企画・運営した。松阪商店街連合会とも連携し、飲食・物販エ
リアを併設することで、家族連れを含む来場者の滞在促進と地域事業者の魅力も発
信できました。

行政チャンネル動画



松阪撫子どんな花？祭り

主催者：ミズ・ネットワーク松阪
実施日：令和7年５月２５日（日）～5月31日（土）
会 場：松阪中心市街地 ほか



事業概要

主催者より

36か所341人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

松阪三珍花保存会の協力のもと、松阪の貴重な地域資源である「松阪撫子」をま
ちなか各所に展示し、より多くの方に松阪撫子と松阪のまちの魅力を知っていただ
く機会となりました。市制20周年にちなんで、各地域振興局等にも展示を広げ、地
域横断で「花」を通じた交流・来訪促進につなげる取組として実施しました。

・本祭りでは、“見て楽しむ”だけでなく、“作って参加する”“巡って楽しむ”
仕掛けを重ねました。寄せ植えワークショップを複数回実施し、参加者の皆さまが
制作した寄せ植えを、お祭り期間中に展示し、シール投票も行いました。
・公共施設や松阪駅などへの展示を行い、多くの方に松阪撫子を見ていただけたこ
とは大きな成果でした。フォトコンテストや商店街とのコラボ企画（レシート抽選
会）、豪商ポケットパークでの展示など、複数の企画を同じ目的のもとで連動でき
たことも大きな学びでした。

・「街を歩く先々で松阪撫子が見られて、散策がいつもより楽しくなりました。松阪
の“花の見どころ”が増えた感じがします。」（40歳代）
・「ステージの献花式と“きっず撫子姫”の舞がかわいくて、写真を撮りたくなりま
した。子どもも飽きずに楽しめました。」（30歳代）

展示場所
行政チャンネル動画



まっつぁかパパママ発表会

主催者：子育て応援プロジェクト☆パイン
実施日：令和7年５月２５日（日）
会 場：松阪駅前通り（ホクホクホコ天メインステージ）



事業概要

主催者より

100人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

「パパママだから」「子育て中だから」という理由で、やりたいことを諦めがち
な親が、自分の“本当にやりたいこと”を発表し実現できる場を設け、自己肯定感
とモチベーションの向上につなげることを目的に実施しました。親がいきいきと挑
戦する姿を発信することで、子育てが前向きで楽しいものになるよう応援します。

松阪在住の子育てパパママを一般募集し、選出した5名が、ホコ天となった商店街
の路上でパフォーマンスを披露しました。ピアノ演奏、夫婦漫才、アスリート親子の
共演、ライブペインティング、フラダンスと、ジャンルの異なる発表が並びましたが、
どの発表からも「親が自分らしく輝く姿」が伝わり、会場全体が温かい雰囲気に包ま
れました。出場者全員から「やりたかったことを公の場で形にできた」「自信になっ
た」といった喜びの声が寄せられ、今後の子育てや日々の生活へのモチベーション向
上につながる手応えを感じています。

・「“親になっても挑戦していい”と感じられて、すごく励まされました。子育てを
前向きに応援するのは素敵だなと思いました。」（30代）
・「ライブペインティングに子どもも参加できて、20周年のお祝いを一緒に作った気
持ちになりました。」（30代）

行政チャンネル動画

5組

出演者



松阪市の歴史を振り返るデジタル
スタンプラリー

主催者：株式会社サイネックス
実施日：令和7年５月２3日(金)～5月25日（日）
会 場：松阪駅周辺エリア



事業概要

主催者より

219,000503人 93.7％

詳しく見る

来場者・参加者の声

次回も
参加したい
（アンケート）

松阪市内の各スポットを、スマートフォンのアプリで周遊するデジタルスタンプ
ラリー。各スポットごとに、松阪の「今」と「昔」の写真を比較しながら、まちの
変化を楽しめる仕掛けとしました。参加者には地元商店街の加盟店舗で利用できる
デジタル商品券を配布し、参加意欲の向上と地域経済の消費喚起につなげました。

デジタル商品券
発行ポイント

参加者からは、年配の方が昔を懐かしみ、デジタルネイティブ世代が生まれる前
の昭和の街並みを“体感”するなど、幅広い世代が時代の移り変わりや街の変貌を
直感的に捉えられたという反応がありました。また、配布したデジタル商品券を地
域の加盟店舗で利用いただくことで、決済の利便性を体験していただくと同時に、
消費喚起にもつながりました。参加店舗側では、デジタルに不慣れな店舗や、QR
コード決済を初導入した店舗もありましたが、本事業をきっかけに今後の地域DXに
向けた「第一歩」になったと捉えています。

・「昭和の街並みを見られて“タイムスリップ”みたい。SNSで共有したくなる企画
でした。」（20歳代）
・「QR決済は初めてで不安だったけど、やってみたら簡単だった。お客さんとの会話
のきっかけにもなりました。」（店舗）

アプリ参加数



肉旅キャンペーン

主催者：一般社団法人松阪市観光協会
実施日：令和7年５月２５日～令和7年11月24日
会 場：松阪市内の参加店舗



事業概要

主催者より

97.4％57店舗717人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

松阪牛をはじめ、松阪鶏焼き肉、松阪豚など“肉のまち松阪”を象徴する食の魅力
を、市内の飲食店・精肉店等と連携して発信し、市制20周年のお祝いムードを醸成
するキャンペーン。市民には改めて地域資源としての「松阪の肉」を再認識しても
らい郷土愛（シビックプライド）につなげるとともに、観光客を含む来訪者にも広
く参加を促し、誘客と地域経済の活性化を図ることを目的として実施した。

不景気の中でも多くの方にご参加いただき、参加店舗も第1弾57店舗、第2弾49店
舗と幅広い協力を得られました。第1弾では店舗負担でのサービス提供を条件とし
ながらも賛同が集まり、ガチャ景品についても16店舗から提供をいただくなど、松
阪を盛り上げたいという機運が形になった点が印象的でした。

市民・観光客双方に「松阪は肉のまち」という認識を広げ、当初の目的である再
認識とPRは達成できたと考えています。今後も継続し、より多くの来訪動機の創出
と地域経済の底上げにつなげていきたいです。

・「クーポンの還元が分かりやすくて参加しやすかった。市制20周年のタイミングで
“松阪らしさ”を味わえた気がします。」（50代）
・「観光で来たけど、キャンペーンのおかげで店選びがしやすかった。SNS投稿も含め
て、松阪の食の魅力を人に勧めたくなりました。」（20代）
・「食べ歩きが旅みたいで面白かったです。」（30歳代）

協力店舗 クーポン
利用率



これぞ松阪！まっつぁか弁！

主催者：まっつぁか弁保存会
実施日：令和7年6月30日(月)～9月30日（火）
会 場：松阪市内



事業概要

主催者より

うちわ配布

3,500枚

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

松阪らしい風景・モノ・商品と、失われつつある方言である「まっつぁか弁」を
組み合わせた写真を募集・発信し、Instagram等のSNSを活用して国内外へ松阪の魅
力を情報発信する取組。7月から9月末までInstagramで専用うちわとお気に入りの
松阪の写真をInstagramで投稿を募集し、氏郷まつりで表彰式を行いました。

SNSを立ち上げ、発信型の活動として展開したことで、松阪市にゆかりのある
方々の心に働きかけ、シビックプライドにつながる手応えがありました。特に、協
賛者や協力店舗へうちわを配布したことで、「まっつぁか弁」を介した会話が自然
に生まれ、世代を超えた対話のきっかけになった点は大きな成果です。また、七夕
まつりでのうちわ配布では、まっつぁか弁に対する意識や率直な声を直接聞き取る
ことができ、結果として、松阪の良いところを探してもらう流れが生まれ、「松阪
は良いところ」と自信を持っていただける取組になったと感じています。

・このイベントうちわをきっかけに、職場やお店で方言の意味を教え合って会話が増
えました。松阪の空気感が好きになりました。（30歳代）
・写真を撮るために“松阪らしさ”を探して歩いたら、知らなかった景色やお店に出
会えました。地元って面白いですね。（20歳代）

63作品

応募作品



七夕まつり・鈴の音市

主催者：松阪商工会議所
実施日：令和7年8月２日（土）
会 場：松阪市中心商店街



事業概要

主催者より

59 団体
56ブース27,000人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

七夕まつり・鈴の音市は、中心市街地の活性化と官民協働のまちづくりを進める
ことを目的に、市民参加型イベントとして開催されてきた事業。市制20周年記念事
業として実施した今回は、松阪の歴史と伝統を踏まえ、楽市楽座の再現 を図り、
回遊と交流を促進し、中心市街地のにぎわい創出につなげることを目的に開催した。

歩行者天国を実施することで中心市街地の活性化や回遊性を向上させ、商店街や
市民団体が参加し官民協働によるまちづくりの機運を高める場となりました。また、
「楽市楽座」の再現や松阪の歴史・文化に触れるコンテンツを通じて、市民が地域
の魅力や誇りを感じる機会を提供しました。商店街の歴史を振り返る写真スライド
ショーを実施し、広報活動により幅広い層への周知を図りました。得られた成果を
活用し、継続的なイベントを通じて中心市街地の活性化や交流促進を図るとともに、
参加団体間のネットワークを強化して地域のさらなる魅力の醸成を期待しています。

・「歩行者天国で安心して歩けて、屋台やブースを回るだけでも楽しかったです。久
しぶりに“まちなかのにぎわい”を感じました。」（40歳代）
・「写真のスライドショーが印象的でした。昔の商店街の姿を見て、松阪のまちの歩
みを知る機会になりました。」（60歳代）

出店・出展
行政チャンネル（動画）



ギターの町松阪創造事業
第15回松阪ギター音楽祭

主催者：松阪ギター音楽協会
実施日：令和7年8月30日（土）、31日（日）
会 場：農業屋コミュニティ文化センター・クラギ文化ホール



事業概要

主催者より

120人1,300人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

日本で最初のギター製作家とされる中出阪蔵氏を輩出した松阪の縁を大切にし、
松阪を全国に誇れるクラシックギターの町として発信・定着させることを目的に実
施しました。松阪市民ギターオーケストラを編成し、松阪のための新曲や編曲を演
奏しました。音楽を通じた市民参加・文化振興につなげるイベントとなりました。

市制20周年を記念して松阪市民ギターオーケストラが誕生したことは大きな成果
だと感じています。ギターに興味がある方一堂に会する場ができ、今後さらに愛好
者が増えていくと確信しています。これは「ギターの町松阪」を発展させ、新しい
出会いや交流を生み、松阪市の活性化にもつながると考えています。市制20周年を
記念した「松阪へ行こう」や「鈴踊りと日本の四季の歌」などを松阪市民ギター
オーケストラが演奏したことで、市民の関心を高め、これまで以上の盛り上がりで
した。アンケートでも好意的な反応が多く、大きな成果として受け止めています。

・「市民オーケストラの演奏が迫力があってすごく良かった。久しぶりにギターを再
開してみたくなりました。」（50歳代）
・「松阪にちなんだ曲が演奏されて、音楽で“まち”を感じられるのが新鮮でした。
20周年のお祝いにぴったりでした。」（30歳代）

市民オケ団員
行政チャンネル（動画）



読み本『松阪学のすすめ』
刊行事業

主催者：特定非営利活動法人 松阪歴史文化舎
実施日：令和7年9月刊行
会 場：ー



事業概要

主催者より

28か月800部

詳しく見る

読者の声

発行部数

合併前の各市町では地域色豊かな市町史が計28冊刊行された一方で、内容や構成
が各様で専門性も高く、市民にとっては難しく利用しづらい面がありました。

市制20周年を機に、幅広い年代の市民が松阪の歴史・自然・民俗・文化財等に親
しみやすい「読み本」形式でまとめ直し、郷土理解を深めることで、シビックプラ
イドと一体感の醸成をめざす刊行事業として実施しました。

編集委員会を設置して準備を進め、編集方針や刊行計画等を検討した上で、令和
7年に「歴史編(1)考古」と、歴史編(3)近世の2巻を刊行しました。各巻は約120頁
の読みやすい体裁としました。印刷部数は各巻800冊とし、うち約200冊を図書館の
ほか小中学校、文化施設等へ寄贈しました。市民の誰もが手に取りやすい形にする
こと松阪の歴史文化を知ることは松阪への理解を深め、それがまちへの誇りにつな
がり、さらに「まちをよりよくするために主体的に関わろう」とする意識、すなわ
ちシビックプライドの醸成に、今後も寄与できると考えています。

・「市町史は難しくて手が出なかったけれど、A5で読みやすく、年表もあって理解し
やすい。家族でも話題にできました。」（40歳代）
・「学校や図書館に置いてもらえるのが良い。子どもの自由研究や調べ学習にも使え
そうです。」（30歳代）

着手から
発行まで



市民総踊り
第9回松阪しょんがいまつり

主催者：松阪しょんがい音頭と踊り保存会
実施日：令和7年10月18日（土）
会 場：カネボウ跡公園「鈴の森公園」



事業概要

主催者より

80人4,000人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

地域によって形を変えながら受け継がれ、市民に親しまれてきた「まつさかしょ
んがい音頭と踊り」を市民全員で共有し体感する機会として実施しました。
平成15年に松阪市無形民俗文化財に指定される以前から続く「しょんがい」の音頭
を、世代や地域を越えて次代へつなぐことを狙い、これまでで最大規模となる
「しょんがいまつり」の開催に取り組んだ。

地域に受け継がれてきた「まつさかしょんがい音頭と踊り」を、改めて広く市民の
皆さまへ発信できたことは大きな成果でした。当日は多くの小中学生が来場し、地域
の伝統文化に触れる貴重な機会となりました。若い世代が関心を寄せ、実際に踊りを
体験する姿が見られたことは、次世代への継承に向けて確かな手応えにつながってい
ます。また、世代を超えた参加者同士の交流が生まれ、地域の一体感の醸成にも寄与
しました。地元団体や企業の皆さまのご協力のもとで地域文化を守り育てる機運が高
まり、市民の郷土への誇りや愛着の向上にもつながったと感じています。

ボランティア

・名まえを聞いたことしかなかった踊りを体験できてよかった。楽しかった（10歳代）
・昔の踊りは盆踊りしか知らなかったが、歴史文化に触れられた感じがする。新しい振り
付けも考えてみたい（30歳代）
・天気はあいにくだったけど「しょんがい、しょんがい）（70歳代）

行政チャンネル（動画）



まつさかシビック映画祭

主催者：映像CUBE
実施日：令和7年１０月１９日（日）
会 場：松阪産業振興センター



事業概要

主催者より

8作品90人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

2003年の創立以来、映像制作を通じた「出会い」を大切に活動し、2007年から松阪
市を拠点としてきた団体が、市制20周年を機に実施した上映イベントです。市民目線
で20年間のまちの歩みを収めた「過去・現在・未来の松阪」をテーマに、新旧の映像
作品を上映し、映像を通じた交流によって市民の一体感（シビックプライド）を高め
るとともに、市外へも松阪の魅力を広く発信することを目的に開催しました。

新旧8点の映像作品と「松阪・20年」をテーマにした演出を披露できたことで、
参加者がまちの歩みを視覚的に再体験し、深い感動とシビックプライドを共有でき
る場を創出できました。映像制作から上映会まで、年齢や居住地の垣根を超えて多
くの人が手を取り合った経験は、何物にも代えがたい地域の財産です。特に制作過
程で市外の方々も巻き込んだことで、住民だけでは気づきにくい「松阪の客観的な
魅力」を再発見し、外に向けて発信する貴重な機会にもなりました。

・「映像で20年の変化を見て、懐かしさと同時に“ここまで来たんだ”という誇りが湧き
ました。」（50歳代）
・「住んでいると当たり前に感じる景色も、映像で切り取られると魅力的に見えて、松阪
を見直すきっかけになりました。」（40歳代）

上映作品数



「わがまちカード」制作と
ファシリテーター養成講座

主催者：特定非営利活動法人Ｍブリッジ
実施日：令和7年10月31日(金)～１２月２3日（火）
会 場：オンライン/松阪市市民活動センター



事業概要

主催者より

42種類61人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

松阪市の魅力と課題を見える化し、市民が楽しみながら学び・対話できる学習
ツールとして、クイズ形式の「わがまちカード」を制作。あわせてカード体験会を
実施し、さらにカードを使ってワークショップを運営できる担い手を増やすため、
ファシリテーター養成研修も実施しました。

日常生活の中で、手軽に地域の魅力や課題を知り、それについて対話する場面は
多くありません。しかしカードがあることで、地域に関心を持つきっかけづくりが
できたと考えています。楽しみながら公益性を学ぶ機会をつくることができる「松
阪の情報ツール」は数少ないと捉えています。ファシリテーター講座参加者からは、
今後、市民センター講座、まちづくり協議会や民生委員の会議、参加するボラン
ティアグループでのコミュニケーション等で活用したいという声もありました。

・「数字で答えるのが分かりやすい。正解/不正解だけじゃなく、そこから会話が広
がりました。」（40歳代）
・「課題が“自分には関係ない話”じゃなくなった。次に何ができるか考えるきっか
けになりました。」（50歳代）

カードの種類



第70回本居宣長顕彰短歌大会

主催者：公益財団法人鈴屋遺蹟保存会 本居宣長記念館
実施日：令和7年7月1日（木）～11月１日（土）
会 場：松阪市産業振興センター



事業概要

主催者より

627首621人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

生涯1万首にのぼる短歌を詠んだ本居宣長の遺徳をしのぶとともに、短歌に親し
み、歌を通して日本文化に触れてもらう行事として、昭和47年から継続して開催さ
れている顕彰事業です。

第70回大会では、市制20周年記念として宣長顕彰の取組を次代へつなぐことを特
に重視し、小中学生を対象とした「鈴屋賞」を新設しました。

「若い世代へつなげていく」ことを具体化するため、鈴屋賞の新設し、今回は時間
帯を分けて、一般の部と小中学生の部の2部制として実施でき、透明性の確保にも
つながったと考えています。その中で、いわゆる大賞に当たる鈴屋賞3首のうちに
高校1年生の作品が選ばれたことは、ほぼ前例がない出来事であり、若い世代が日
本の伝統文化を受け継いでいる証と確信しています。

また、市制施行記念事業に採択されたことで財政的な裏付けが得られた点も大き
な効果でした。

・「学校で短歌に取り組んだことが、評価される場となりうれしいです。」（中学生）
・「高校生が鈴屋賞に入ったと聞いて刺激になりました。若い人の言葉は新鮮です。」
（一般応募者）
・「宣長のまちで短歌大会が続いているのが誇らしい。これからも残ってほしい文化で
す。」（60歳代）

投句数



第13回「松阪もめん物語2025」

主催者：松阪もめんフィスティバル実行委員会
実施日：令和7年11月9日（日）
会 場：松阪市産業振興センター



事業概要

主催者より

11校1,300人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

松阪市の地域資源である伝統工芸品「松阪もめん」を、より身近に感じてもらい、
特に未来を担う若い世代（児童・生徒・学生等）の参加を中心に据えた、松阪もめ
ん特化型イベントとして企画・開催しました。市街地を中心に商店街とも連携し、
松阪もめんを通じて郷土愛を育み、人を育てるイベントとして位置付けました。

昨年までは松阪もめんを“アクセント”として興味を持ってもらう側面が強かっ
た一方で、今回は市制20周年の観点の一つであるシビックプライドの醸成を強く意
識し、松阪もめんを今まで以上に深く知り、魅力を掘り下げられる内容へと進化さ
せました。松阪工業高校によるファッションショーをはじめ、展示・販売など多様
な切り口で、誇りと愛着の「きっかけづくり」に取り組みました。さらに、市制20
周年記念企画として「松阪もめん、めっちゃええやん」と題したトークライブを開
催するなど、多くの来場をいただけたことで、未来につながる希望となりました。

・東京などで活躍している方の話を聞くと、松阪もめんの可能性が広がって見えまし
た。『めっちゃええやん』に納得です。」（40歳代）
・「雨が残念だったけど、人が多くて熱気がありました。こういうイベントが続くと、
若い人も地元に関わりたくなると思います。」（20歳代）

協力学校



みんなで松阪鈴おどり！！

主催者：松阪鈴おどり・鈴リン会
実施日：令和7年１１月９日（日）
会 場：第一小学校体育館（雨天会場）



事業概要

主催者より

3～92歳500人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

「松阪鈴おどり・鈴リン会」は、鈴おどりの普及・啓発・継承を通じて、松阪が
生んだ国学者本居宣長の顕彰、市民の元気と健康づくり、そして松阪の「ひとの
わ」づくりをめざして活動している。市制20周年記念事業として、より多くの市民
が世代を超えて一緒に踊り、シビックプライドと一体感の醸成につなげます。

令和7年1月より準備を進め、当日は雨天のため会場を第一小学校体育館へ変更し
て実施しました。駐車場にはスタッフを配置し、体育館への誘導を安全に行うなど、
運営面でも事故がないよう丁寧に対応しました。

当日は幼児から高齢者まで「松阪鈴おどり」を踊り、隊形を変えたり、半分に分
かれて踊ったり、休憩と換気を挟みながら、安全を最優先に進行し、思い出に残る
大会となりました。参加者からは「楽かったー」「またやってください!」など、
たくさんの感想をいただいています。

「雨は残念だったけど、案内や運営がしっかりしていて安心でした。子どもからお年
寄りまで一緒に踊れて、“ひとのわ”を感じられるイベントでした。」（40歳代）
「初めてだったけど、すぐ踊れて楽しかった。松阪の文化として続いてほしいで
す。」（20歳代）

踊った年齢



未来へ届け! 
まつさかコンサート♩

主催者：おんいく松阪
実施日：令和7年12月7日（日）
会 場：農業屋コミュニティ文化センター



事業概要

主催者より

25曲337人

詳しく見る

来場者・参加者の声

来場者・参加者

未就学児とその保護者を主な対象に、音楽を入口として「松阪に生まれ育った」
という普遍的な体験に、地域固有の魅力を重ね合わせることで、シビックプライド
の醸成を図る親子向けコンサートを開催しました。“初めての音楽体験”として参
加しやすい環境を整え、家族で共有できる地域の思い出づくりを目指しました。

予約段階では満席となりましたが、インフルエンザの影響や、予約システム上リ
マインドが残らなかったこともあり、結果として予約者の約3割が来場されない状
況がありました。童謡の演奏中に市民の皆さまから募集した松阪の四季の写真をプ
ロジェクター投影し、音楽とともに松阪の風景を視覚的にも楽しめる工夫を行いま
した。

特に子どもたちにとっては、将来的に「自分のまち」を形づくるアイデンティ
ティの一部となることも期待しています。

・「ちゃちゃもが出てきた瞬間、子どもが大喜びでした。地域のイベントとして親し
みやすかったです。」（30歳代）
・「未就学児でも参加しやすい配慮があって助かりました。こういう機会が増えると
“松阪で子育て”の魅力が上がると思います。」（40歳代）

演奏曲



事業費（※）
（対象外経費含む）

補助金
交付額

事業名

--本居宣長記念館1階特別展示1

269,472円125,000円松阪映画祭2

1,491,358円994,000円
Dog＆Cat アニマルフェスタ 人と動物の共生
～動物たちの幸せを守るために～

3

339,663円200,000円
親子でアートを楽しむ！世界に1つだけの
フラッグうちわ作り＆フォトコンテスト

4

900,000円600,000円まつさかまっさかりホクホクホコ天5

694,323円457,000円あきんどキッズ20256

407,300円255,000円松阪撫子どんな花？祭り7

50,000円30,000円まっつぁかパパママ発表会8

2,310,000円1,400,000円松阪市の歴史を振り返るデジタルスタンプラリー9

950,036円551,000円肉旅キャンペーン10

308,453円200,000円これぞ松阪！まっつぁか弁！11

1,182,517円773,000円七夕まつり・鈴の音市12

947,968円631,000円
ギターの町創造事業
第15回松阪ギター音楽祭

13

1,799,088円1,199,000円読み本『松阪学のすすめ』刊行事業14

2,554,676円700,000円市民総踊り 第9回しょんがいまつり15

219,049円119,000円まつさかシビック映像祭16

1,328,008円882,000円「わがまちカード」制作とファシリテーター養成講座17

592,453円272,000円第70回本居宣長顕彰短歌大会18

482,020円321,000円第13回松阪もめん物語202519

612,935円248,000円みんなで松阪鈴おどり！！20

650,695円422,000円未来に届け！まつさかコンサート♩21

【公募事業】市制20周年記念事業補助金の交付実績

松阪市制施行20周年の全市的な機運の醸成を図ることを目的に、公募審査
のうえ市制20周年記念事業選考委員会が採択したものに限り、実施する事業
に係る収入（協賛金や入場料等）を除いた補助対象経費の額に3分の2を乗じ
て得た額を交付しました。

交付額合計：10,379,000円

（※）事業費は、補助金申請における収支決算書による金額であるため、事業者・団体等の決算書類とは異なる場合があります。



自主事業実施報告



開館30周年・市制20周年
特別展示「武四郎と龍馬」

実施日：令和7年1月24日(金)～3月23日（日）

高知県立坂本竜馬記念館
から貴重な資料をお借りし
て武四郎が龍馬に影響を与
えていたことを紹介しまし
た。

市制20周年記念 映像制作

「アイウエーブまつさか」も、
20周年を迎えたことを記念し
て、これまで放送してきた中か
ら、特におもだったニュースな
どをいくつかピックアップし、
ダイジェストにまとめた記念映
像を制作しました。

7,399人

（松浦武四郎記念館）

実施日：令和7年２月９日（日）～放送開始

（広報広聴課）

780回

来場者数

再生回数
R8.2.28時点



松坂大輔さんトークショー
×土性沙羅 夢のメダリスト対談

実施日：令和7年３月2日（日）

松坂大輔さんをお招きし、
「まつさかさん・まつざかさ
ん大集合」のキックオフとし
て「特別会員証」を授与しま
した。

まつさかさん・まつざかさん大集合

全国のまつさかさん・まつざ
かさんにいろんなチャネルで
呼びかけたところ、１８都道府
県のから会員を集めることが
できました。期間中の来松で
特別クーポンなどの特典も実
施しました。

700人

（広報広聴課）

実施日：令和7年３月２日（日）～１２月３１日（水)

（経営企画課）

102人

来場者数

会員証発行数

職員提案



みんなで歌おう松阪市民歌

実施日：令和7年2月９日（日）～放送開始

市民の皆さんにわがまち
への誇りや愛着、市民とし
ての一体感を感じていた
だけるよう、松阪市民歌
「未来へ・・・松阪市」をリ
レー方式で歌いつなぎまし
た。

市制20周年 記念植樹

市民のみなさまの様々な記
念、今の気持ちや思いを未来
に伝えるため、中部台運動公
園にご寄附による桜の木２５
本の植樹を行いました。

2,728人

（広報広聴課）

実施日：令和7年３月１８日（火）

（土木課）

25組

参加者・視聴者

寄付



市制20周年記念
デザインマンホールの制作

実施日：令和7年4月1日（火）～11月25日（火）

「松阪市の魅力」をテーマ
にデザインを募集し、マン
ホール3点を制作・設置しま
した。お披露目式や全応募
作品の展示会も開催しまし
た。

市制20周年記念
木製パズル作製

松阪の木「ヒノキ」の間伐材
を使用し、松阪市の市域（住民
自治協議会の区域）を模って
作製した「まつさかパズル」を、
市内の全小学校（36校）に配
付しました。

1,259人

（上下水道総務課）

実施日：令和７年4月4日（金)～7月4日(金)

（林業振興課）

36校

応募者・来場者

配布

職員提案

職員提案



みえ松阪マラソン 公式イメージ
ソングin 丸園音楽堂公開録音

実施日：令和7年5月２５日(日）

市制20周年記念として公
式イメージソングを制作し、
全国ネットのラジオ番組の
公開録音をしました。
アーティスト「iScream」

も生出演してくれました。

みえ松阪マラソン
スペシャルサンクスパレード

みえ松阪マラソンへ出演する
団体や公式イメージソングを
歌う「iScream」も参加。
東京ディズニーリゾート🄬から

飛び出したキャラクターによる
スペシャルパレードを開催！
鈴の森公園には、「ダッフィー
バス」も登場

800人

（スポーツ課）

実施日：令和７年５月２５日（日）

（スポーツ課）

72,000人

参加者

参加者



市制20周年記念事業
第31回少年少女野球教室

実施日：令和7年5月4日（日）

市内中学校の野球部員を
対象にプロ野球OB選手か
ら技術等について指導して
もらいました。
同時開催「スポーツ栄養学
教室」

市制20周年記念 川柳コンテスト

39都度府県からの投句数は
なんと3,186句！
入選16句を選出！
【最優秀作品】
「ほないこか

まっつぁか ええとこ
ようけある」

259人

（学校教育課）

実施日：令和７年6月19日（木)～11月1日（土）

（経営企画課）

693人

参加者

参加者

職員提案



スポーツのチカラプロジェクト
ダンスドリームプロジェクト

実施日：令和7年7月2日(水)～12月31日(水)

松阪市のミライを担う市内
公立中学校全11校等の生
徒に対し、EXILEの
TETSUYA氏がダンスを通
じて、夢を持ち実現すること
の素晴らしさを伝えました。

松阪市図書館
ワークショップ及び講演会

「夏休みちょこっとクラフト」
で松阪もめんグッズの制作を
開催したり、松阪市ブランド大
使で児童文学作家の村上しい
こさんをお招きし「物語の世界
へようこそ」と題した講演会を
実施しました。

1,749人

（スポーツ課）

実施日：令和７年6月19日(木)～11月1日（土）

（生涯学習課）

264人

参加者

参加者



夏休みフリーライドキャンペーン

実施日：令和7年7月2１日（(月・祝)～８月31日（日）

小中学生を対象に、夏休み
期間中、市のコミュニティバ
スを無料で利用できる「フ
リーライドキャンペーン」を
実施しました。

おやじバンド合戦 松阪の陣

開局４０周年のFM三重と官
民連携のコレボレーションとし
て開催した地元アマチュアバ
ンドのコンテスト。予選を勝ち
抜いた１０組のバンドによる大
迫力の演奏が行われました。

861人

（商工政策課）

実施日：令和７年8月10日(日)、10月12日(日)

（文化課 市民文化会館）

638人

参加者

参加者

市民提案



日本スケートボード協会主催
プロ大会

実施日：令和7年９月１３日～9月15日

「松パー」で松阪市初とな
るスケートボードプロ大会
を開催し、プロ選手21名が
参加してたくさんの観客と
盛り上がりました。

「出張！なんでも鑑定団in松阪」

テレビ東京の人気番組であ
るなんでも鑑定団をクラギ文
化ホールで開催しました。
松阪市民及び松阪に縁のある
方が鑑定を受け、テレビで放
映されました。

460人

（土木課）

実施日：令和７年９月２８日（月)

（文化課 市民文化会館）

1,240人

参加者

参加者

市民提案 職員提案



市美術展覧会
【市制20周年記念賞】

実施日：令和7年10月５日（日）～1１月２日（日）

各部門一席を「市制20周
年記念賞」に。従来の副賞で
ある賞金に加え、松阪の魅
力を再発見してもらえるよ
うな商品の詰め合わせを受
賞者に贈呈しました。

新・BS日本のうた

NHKBSの人気番組である
「新・BS日本のうた」をクラギ
文化ホールで開催し、人気演
歌歌手によるステージが行わ
れました。

2,558人

（文化課）

実施日：令和７年10月１６日（木)

（文化課 市民文化会館）

約1,000人

出品者・来場者

来場者

職員提案

市民提案 職員提案



市制20周年記念 はにわ館特別展
「西のはにわと東のはにわ」

実施日：令和7年10月２５日（土）～12月１４日（日）

埴輪の国宝3例のうち内
の1つ「三人童女」を借用し
展示しました。
鈴の森公園のイルミネー

ション期間は、ナイトミュー
ジアムを開催しました。

市制20周年記念
松阪市ふるさと納税大感謝祭

関東圏での寄附者拡大を目
的に開催。地域特産品をPRす
るため、市内返礼品提供事業
者5社による物販や人気返礼
品をPRしました。

10,303人

（文化課 文化財センター）

実施日：令和7年11月１５日（土）

（地域ブランド課）

約 2,000人

来場者

来場者



市制20周年記念みえ松阪マラソ
ン応援「鈴の森ｸﾘｽﾏｽｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ」

実施日：令和7年１２月６日（金)～２５日(木)

小学生の「年に一回のクリ
スマスにきれいなクリスマス
ツリーをみたい」という提案
から、２２メートルのメタセ
コイアの木が「松阪の一夜」
を彩りました。

市制20周年記念みえ松阪マラソン
2025

フルマラソンのエントリーが
初めて1万を突破！２０周年特
別イベントとしてお祝いコメン
トをいただくフォトコンテスト
を開催し、たくさんのランナー
に祝福していただきました。

37,365人

（観光交流課）

実施日：令和７年１２月２１日（日）

（スポーツ課）

13,778人

来場者

ランナー・
大会関係者

市民提案

職員提案



市制20周年記念
第3回松阪ダンスフェスティバル

実施日：令和８年２月２１日（土）

ショーコンテスト部門とダ
ンスバトル部門にプロダン
サーの審査員やDJも参加し
てダンスの魅力があふれる
イベントを松阪で開催しまし
た！

「松阪市の指定・登録等文化財案内」
の刊行

歴史と文化のまち、松阪市の
指定文化財を紹介する「松阪
市の指定文化財案内」を市制
２０周年記念として改訂。
指定文化財に加えて、登録文

化財等も収録し刊行します。

914人

（文化課 市民文化会館）

完了日：令和８年3月

（文化課）

1,000 部

参加者

発行部数

市民提案

市民提案



市制20周年記念事業 スペシャル動画
広報まつさか 令和8年3月号で発表しました！



令和8年3月 松阪市制20周年記念事業事務局（企画振興部経営企画課）


